






本 DISCUSSION PAPER は、所内での討論に用いるとともに、関係の方々からご意見を
頂くことを目的に作成したものである。従って、本ペーパーの内容については、所内で討
論しているものの執筆者の見解に基づいてまとめられたものであることに留意されたい。
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* 本稿は、客員研究官の和田哲夫(郵政研究所通信経済研究部主任研究官)による"Cumulative Innovation,





ータの利用などにつき、カリフォルニア大学バークレー校経営大学院 David C. Mowery教授、Oliver E.
Williamson教授、同校大学院生 Rose Marie Ham及び Arvids Ziedonisから多くの指導・助力を得た。草



















































































































の構築が行われている(O’Donoghue, Scotchmer, and Thisse 1998など)。しかし、先行イノ
ベータと後続イノベータの間でどのような契約を結ぶことができるか、という問題を
                                         










































































































                                         
8 例えば、ライト兄弟は、飛行機の安定化・操縦方法の特許を取得し、そのライセンスを拒んだことが記述され
















































                                         
11 “Absorptive capacity”（Cohen and Levinthal 1989, 1990）。
12 日本企業が外国技術導入の前提として蓄積していた技術能力と、導入技術を基礎とした発展の関係につき、
Odagiri and Goto (1996)。（邦訳は、小田切宏之・後藤晃「日本の企業進化」東洋経済新報社(1998)。）




































                                         
14総合的な紹介として、Caves 1982, 1996など。
15 ノウハウを特許と組み合わせた形で取り引きすることの有用性につき、Arora (1995, 1996)など。
16 Grossman とHart によって定式化された不完備契約による所有権モデルを、研究開発活動の所有に応用した


































というような研究(Kogut and Zander 1993)など、研究例はいくつかある。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                         
34 Trajtenberg et al. (1997)による。ただし、計量テストでは、直接の被引用特許だけでなく、２世代にわたる自
己引用を加重した。





































































それにあたっては、特許引用に関する指標の定義を Trajtenberg, Henderson, and Jaffe
(1997)をほぼ踏襲する形でまず与える。













































































































































IMPORTF_R = IMPORT_F / SPAN
とした。これを用いると推定式は
Prob(CROSS=1) = F (b0 + b1 IMPORTF_R + b3PSELFF + b4 MULTIPLE  + b4 SEMICON)  (2)
と書き換えられる。さらに、クロスライセンスだけでなく、一方向ライセンスされたかどう
かの二値変数をも被説明変数にとると、推定式は
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Dependent variable CROSS CROSS UNILAT
































Sample size (n) 639 639 639
R-squared .0377 .0364 .110
Percentage correctly predicted 81.1% 81.2% 84.4%





Variable Mean Std Dev MinimumMaximumSum Variance Skewness Kurtosis
MULTIPLE 1.75 2.66 1 28 1143 7.10 6.50 48.92
UNILAT 0.85 0.36 0 1 556 0.13 -1.95 1.82
CROSS 0.18 0.39 0 1 119 0.15 1.65 0.74
CHILD 15.65 18.76 0 171 10248 351.83 3.64 19.91
G_CHILD 98.26 185.97 0 2211 6436334583.98 6.00 49.89
PARENT 6.98 6.25 0 51 4575 39.05 2.71 10.55
G_PARENT 25.86 33.55 0 261 16940 1125.45 3.12 13.45
SELF 1.60 3.87 0 39 1049 15.01 4.70 28.38
G_SELF 3.48 13.73 0 149 2278 188.52 6.77 52.58
IMPORTF 64.78 110.39 0 1276.5 42429.512186.44 5.60 44.27
SELFF 3.34 10.28 0 100.5 2188 105.58 5.78 38.57
SEMICON 0.44 0.50 0 1 285 0.25 0.26 -1.94
(N= 655)
Correlation
MULTIPLE UNILAT CROSS CHILD G_CHILD PARENT G_PARENT SELF G_SELF IMPORTF SELFF SEMICON
MULTIPLE 1.0000
UNILAT 0.1101 1.0000
CROSS -0.0635 -0.8956 1.0000
CHILD 0.0366 -0.0689 0.0803 1.0000
G_CHILD 0.0635 -0.0776 0.0802 0.9141 1.0000
PARENT -0.0020 -0.0229 0.0189 0.1124 0.0663 1.0000
G_PARENT -0.0837 0.0123 0.0048 0.1079 0.0389 0.7696 1.0000
SELF -0.0362 -0.1756 0.1815 0.5138 0.4217 0.1514 0.1666 1.0000
G_SELF -0.0267 -0.1621 0.1620 0.4940 0.4436 0.1211 0.0800 0.8166 1.0000
IMPORTF 0.0597 -0.0770 0.0812 0.9399 0.9976 0.0750 0.0511 0.4425 0.4576 1.0000
SELFF -0.0315 -0.1745 0.1766 0.5238 0.4554 0.1380 0.1163 0.9226 0.9760 0.4726 1.0000
SEMICON 0.0829 -0.1283 0.1296 0.1073 0.0829 0.0125 0.1396 0.0967 0.0731 0.0880 0.0853 1.0000
